
「長沼町財務会計及び人事給与システム更新業務」評価基準 
 

 

１ 評価基準 

  企画提案書等を基に、関係職員による審査会で項目別に評価し、最も高い合計点を得た者を

最優秀提案者として選定する。 

  ただし、総合得点の６割を最低基準点とし、得点が最低基準点に満たない提案者は選定の対

象としない。 

 

２ 評価方法 

（１） 点数配分は「３ 評価項目表」のとおりとする。 

（２） 審査会は、各項目についてＡ～Ｆの評価を行う。 

（３） 各項目の配点に以下の評価係数を乗じたものを得点とする。 

評 価 評価係数 評価内容 

Ａ 1.0 極めて良好 

Ｂ 0.8 良好 

Ｃ 0.6 普通 

Ｄ 0.4 やや不十分 

Ｅ 0.2 不十分 

Ｆ 0.0 提案なし、評価不能 

 

 

３ 評価項目表 

項 目 配 点 

ア 業務遂行体制 ３０点 

イ 業務実績 ３０点 

ウ システム要件 １４０点 

エ 稼働支援・運用保守 ５０点 

オ 提案価格 ３０点 

カ 独自提案 ２０点 

総 得 点 ３００点 

 



項目 評価項目
配点

（上限）
評価

(Ａ～Ｆ)
得点 評価基準

ア 業務遂行体制
①基本的な考え
方

10 　
・本町が各種システムに求める機能を理解し、職員の負担軽
減、事務の効率化、情報の共有化の向上が期待できる提案と
なっているか。

②会社概要 10 　
・経営状況、業務実績、認証取得、損害賠償能力、業務遂行が
可能な経営基盤を有しているか。

③実施・業務管
理体制

10 　
・業務の運営体制（組織や人員配置等）は適切であるか。
・安定してシステムが稼働でき、本町の要求を満たす体制と
なっているか。

イ 業務実績 ①導入実績 30 　
・提案のシステムについて、他市町村での導入実績はあるか。
・財務会計と人事給与を一体的なシステムとして、他市町村で
の導入実績はあるか。

ウ システム要件 ①システム構成 10 　
・システム全体像が分かりやすく、システム構成が適切である
か。
・システム稼働に必要な機器・条件が明らかになっているか。

②提案システム
概要

10 　
・システムの留意点・重点箇所が明確であり、本町に有益か。
・事務正確性や効率化を図ることができるか。
・利用者又は所属ごとに、利用できる機能の管理があるか。

③操作性・機能
性

30 　
・画面構成や画面遷移が分かりやすく、操作性・機能性の観点
から全ての職員が利用しやすいものであるか。
・CSVを活用し、データの取込や出力が可能か。

④財務会計シス
テムの機能

10
・現行システムの情報を取り込み、予算編成や執行管理が可能
であるか。本町の仕様に合った複数科目伝票への対応は可能
か。

⑤人事給与シス
テムの機能

10

・現行システムの情報を取り込み、人事管理や給与計算が可能
であるか。
・給料表の改定の際に差額支給が遡及して支給が可能である
か。また、WEB明細、WEB法定調書の対応が可能であるか。

⑥財務会計シス
テムと人事給与
システムの連携

10
・財務会計システムと人事給与システムが一体的なシステムと
して利用できるか。

⑦会計年度任用
職員への対応

10
・会計年度任用職員の人事管理、報酬等（期末手当、社会保険
料（共済費を含む））計算及び年末調整などについて、正職員
同様の処理ができるか。

⑧本業務に対す
る取り組み方針

50 　
・実施要領、仕様書を理解し、本町の立場に立った考え方で実
施することが期待できるか。

エ
稼働支援・運
用保守

①データ移行 10 　
・既存システムからのデータ移行が簡易に行える提案となって
いるか。

②操作研修要件 10 　
・各システムの導入にあたり、職員への操作説明など十分な研
修を行う計画となっているか。

③保守体制 10 　

・安定してシステムが稼働でき、本町の要求を満たす運用保守
体制となっているか。
・障害発生時でも業務への影響を最小限にする体制が提案され
ているか。

④制度改正への
対応

10 　
・法制度改正時などにおいて、円滑に対応でき、費用面・運用
面での影響が少ないか。

⑤セキュリティ 10 　
・セキュリティに関して、情報管理や情報漏えい等の対策が明
確かつ適正であるか。

オ 提案価格 ①提案価格 30 　
・下記項目にかかる見積金額
（構築費用、パッケージシステムの利用料、保守料、クラウド
利用料等）

カ 独自提案 ①現状と将来性 20 　
・電子決裁、出退勤、庶務事務、業者管理などその他の業務へ
の拡張性があり、柔軟に対応できるシステムであるか。

合計 300

「長沼町財務会計及び人事給与システム更新業務」　評価項目及び評価点表


